
 

2025年の世界の喫煙削減目標は達成可能か？  
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２．発表のポイント：  

• 世界全体では喫煙率は少しずつ低下しており、2000 年から 2010 年にかけて、男性の喫煙

率が 125カ国（72％）、女性では 156カ国（88％）で減少した。 

• アフリカや中東の国々では今後喫煙率は増加し、2025 年時点で喫煙人口は 11億人に達し、

たばこの使用が世界的に広がるリスクがあると予測された。 

• 多くの国で 2025 年までのたばこ使用の削減目標が達成される見込みは低いと示唆された。 

 

３．発表概要：  

世界保健機関（WHO）の世界モニタリング枠組に従い、WHO加盟国は 2025年までに、たばこ

使用を削減する目標を達成することに合意している。これまで、この削減目標が達成可能であ

るかどうかを検討した研究はなかった。 

今回、東京大学大学院医学系研究科国際保健政策学の渋谷健司教授、同博士課程ビラノ・

バー大学院生、ギルモア・スチュアート助教らは、WHO及び豪州ニューカッスル大学との共同

研究により、多くの国で 2025年までにたばこ使用の削減目標が達成される見込みは低いとの

結果を得た。 

研究チームは、たばこ規制に関する WHO包括的情報システムのデータと最新の統計解析モデ

ルを用いて、喫煙率に関して、1990年から 2010年までの動向を検証し、2025年までの将来予

測を行った。 

 世界全体では、喫煙率は少しずつ低下しており、2000年から 2010年にかけて、男性の喫煙

率が 125カ国（72％）、女性では 156カ国（88％）で減少した。しかし、アフリカや中東の

国々では今後、喫煙率は増加し、2025年時点で喫煙人口は 11億人に達し、たばこの使用が世

界的に広がるリスクがあると予測された。 

 2025 年までのたばこ使用の削減目標を達成し、たばこ使用を世界的に根絶するためには、即

座に効果的かつ持続的な世界的なたばこ規制が必要であると結論付けられた。 

 

４．発表内容：  

背景 

世界保健機関（WHO）の世界モニタリング枠組に従い、WHO加盟国は 2025年までにたばこ使

用を削減する目標を達成することに合意している。これまで、この削減目標が達成可能である

かどうかを検討した研究はなかった。 

 

研究内容 

渋谷健司教授らは、国の代表値となる世帯調査を用いた喫煙率を分析し、喫煙の最新動向

及び将来予測を包括的に推計し、各国のたばこ使用の削減目標についてその達成の可能性を検

討した。 



具体的には、たばこ規制に関する WHO包括的情報システムのデータと最新の統計解析モデル

を用いて、173カ国の男性及び 178カ国の女性における、４つのたばこ使用に関する指標につ

いて、1990年から 2010年までの動向を検証し、2025年までの将来予測を行った。さらに、そ

れぞれの削減目標が達成される確率について分析した。 

 

その結果、2000年から 2010年にかけて、男性の喫煙率が 125カ国（72％）、女性では 156

カ国（88％）で減少した。この傾向が継続した場合、37カ国（21％）が男性の削減目標を達

成できる見込みであり、女性では 88カ国（49％）が達成できる見込みと推定された。2025年

時点の喫煙人口は 11億人と予測された。アフリカでは男性、東地中海では男女ともに急激な

喫煙率増加が予測され、これらの地域における対策強化の必要性が示唆された。 

 

今後の課題 

本研究から、国家間の著しいたばこ使用格差は 2025年まで続くことが予想され、多くの国

で 2025年までにたばこ使用の削減目標が達成される見込みは低いと予測された。さらにいく

つかの低中所得国は、現在の傾向が継続した場合、たばこの使用が世界的に広がるリスクがあ

ると予測された。たばこ使用の削減目標を達成し、たばこ使用を世界的に根絶するためには、

即座に効果的かつ持続的なたばこ規制が必要であると結論づけられた。 
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